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桂
町
の
中
山
修
さ
ん
、
喜
久
江
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
祖

父
の
代
か
ら
受
継
い
だ
梨
60
ア
ー
ル
と
、
修
さ
ん
が
新

た
に
手
掛
け
た
ぶ
ど
う
20
ア
ー
ル
を
経
営
し
て
お
り
、

野
菜
も
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。

　
梨
は
、
幸
水
、
豊
水
、
新
高
の
品
種
を
栽
培
し
、
全

量
が
中
山
さ
ん
の
直
売
所
で
売
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

直
売
所
を
や
っ
て
い
て
、
一
番
気
を
遣
う
事
は
、
お
客

さ
ん
の
対
応
で
、
果
物
を
買
っ
て
下
さ
っ
た
方
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
野
菜
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
又
、
果
物
や
野
菜
が
良
く
出
来
た
時
、
お
客
様
に
誉

め
て
頂
け
る
事
が
と
て
も
嬉
し
い
と
奥
さ
ん
が
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
修
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
梨

生
産
部
会
に

所
属
し
、
勉

強
会
に
出
席

し
て
意
見
交

換
や
技
術
習

得
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら

も
ご
夫
婦
仲

良
く
二
人
三

脚
で
、
美
味

し
い
梨
を

作
っ
て
地
域

の
活
性
化
に

励
ん
で
下
さ

い
。 祖

父
か
ら
受
継
い
だ
梨
作
り

　
下
根
町
の
下
西
良
昌
さ
ん
、
裕
子
さ
ん
ご
夫
婦
は
、

勤
め
先
で
知
り
合
い
結
婚
さ
れ
、
良
昌
さ
ん
は
五
年
前

に
裕
子
さ
ん
の
実
家
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
以
前
調
理
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
そ
れ
を

活
か
し
て
、
就
農
三
年
目
に
手
作
り
「
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
」
を
下
根
の
直
売
所
や
商
工
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
牛
久
産
の
小
麦
粉
を
使
用
し
、
家

で
採
れ
た
野
菜
を
混
ぜ
込
ん
で
ケ
ー
キ
を
作
り
、包
装
、

販
売
ま
で
手
掛
け
て
い
ま
す
。
作
る
の
は
、
夕
方
畑
か

ら
帰
っ
て
来
て
、
夜
、
心
を
こ
め
て
焼
き
上
げ
る
そ
う

で
す
。

　
良
昌
さ
ん
は
、
就
農
し
た
当
時
は
大
変
で
し
た
が
、

仕
事
に
も
慣
れ
、
今
後
は
ス
イ
カ
、
米
、
小
麦
の
三
本

柱
で
や
っ
て
行
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
活

躍
中
で
す

が
、昨
年
は
、

家
族
経
営
協

定
を
締
結
さ

れ
て
、
地
域

の
農
業
を
担

う
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま

す
。 若

い
力
で
６
次
産
業
化

新
年
の
ご
挨
拶

	

牛
久
市
農
業
委
員
会

	

　
　
会
　
長
　
山
　
越
　
康
　
義

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
運
営
・
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
農
地
は
、
農
業
生
産
に
と
っ
て
重
要
な
基
盤
で
あ
る
と
と
も

に
、
環
境
保
全
な
ど
の
役
割
も
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
そ
の
う
え
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
飛
散
に
よ
る
風
評
被
害
等
も
加
わ
り
、
農

作
物
の
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
も
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
野
田
首
相
は
オ
バ
マ

大
統
領
と
の
会
談
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
た
協
議
の
加
速
化
の

提
案
を
す
る
な
ど
、
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。「
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
食
糧
を
生
産

す
る
農
業
」、こ
れ
以
上
食
糧
自
給
率
を
低
下
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
は
、
全
市
町
村
に
お
い
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
を
作
成
し
中
心
と
な
る
経
営
体
の
育
成
、
農

地
の
集
積
、
新
規
就
農
の
実
現
に
向
け
た
施
策
、
事
業
を
集
中
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
地
域
農
業
の
未
来
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
、

農
業
関
係
機
関
、
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
か
け
が
え
の
な
い

農
地
や
担
い
手
を
守
り
、
耕
作
放
棄
地
等
の
解
消
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
農
業
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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農
家
訪
問

農
家
訪
問
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10
月
30
日
（
火
）、
宮
城
県
遠
田
郡

美
里
町
に
所
在
す
る
、
ク
ミ
ア
イ
化
学

工
業
（
株
）
小
牛
田
工
場
を
視
察
研
修

致
し
ま
し
た
。

　
概
要
と
し
て
、
昭
和
37
年
に
東
北
の

穀
倉
地
帯
大
崎
地
区
に
、
東
日
本
の
農

薬
の
生
産
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
、
水

稲
用
の
粉
剤
の
生
産
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
乳
剤
・
水
和
剤
・
吸
着
粒
剤
・
練

女
性
農
業
委
員
便
り

　
去
る
８
月
30
日
茨
城
県
フ
ラ
ワ—

パ
ー
ク
に
於
い
て
、
い
ば
ら
き
女
性
農

業
委
員
の
会
（
会
員
数
49
名
）
の
第
八

回
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
役
員
改
選

が
行
わ
れ
牛
久
市
の
中
山
み
つ
い
委
員

が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
連
携
の
も
と
に
、
潤
い

の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
、農
業
振
興
、

食
育
推
進
な
ど
、
女
性
農
業
委
員
と
い

う
存
在
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
頂
き
、

皆
様
に
頼
り
に
さ
れ
る
よ
う
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

込
粒
剤
等
を
生
産
し
て
き
た
が
、
現
在

で
は
水
稲
用
除
草
剤
専
用
の
粒
剤
工

場
、
並
び
に
殺
虫
・
殺
菌
剤
の
水
和
剤

包
装
・
及
び
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
の
工
場
と

し
て
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。

　
敷
地
内
に
は
、
実
験
用
の
果
樹
畑
が

あ
り
、
工
場
内
外
で
は
環
境
に
配
慮
し

た
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
農
薬

を
扱
う
以
上
、
従
業
員
は
勿
論
の
こ
と

地
域
住
民
に
も
万
全
を
期
し
、

安
全
を
提
供
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
翌
31
日
（
水
）
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
石
巻
市
で
、

津
波
の
威
力
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
偶
然
に
も
、
津
波

と
火
災
で
廃
墟
と
化
し
た
小
学

校
の
前
で
、
ご
自
分
も
被
災
さ

れ
、
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
方
の

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
同
、
自
然
の
脅
威
を
改

め
て
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
合
掌
し
ま
し
た
。

（
市
川
　
圭
一
）

 
農
業
委
員
視
察
研
修

農地の転用には許可が必要です
―農地の無断転用をなくそう―

　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、すなわち農地に区画形質の変更を加えて住宅
用地や工場用地、道路、山林などの用地に転換することをいいます。また、一時的に資材
置場等に利用する時も転用となります。

市街化区域内では届出、その他の区域では許可が必要です。
　農地は農業生産の基盤であり、食料の生産はもとより、景観・環境保全など、重要な機
能と役割があります。農地はかけがえのない財産です。農業委員会では、無断転用や不法
投棄がないよう、毎月２回定期パトロールを実施しています。
　皆様も、農地のことで何かお気づきになりましたら、お近くの農業委員または農業委員
会へご連絡をお願いします。



農業者の暮らしと経営に役立つ
『全国農業新聞』をご購読ください
　全国農業新聞は農業の総合専門紙で、地域の元気で特
徴ある明るい話題や地域独自のイベント
情報など、盛りだくさんの内容が掲載さ
れています。
発行 毎週金曜日　購読料 月600円
●購読希望の方は、
　牛久市農業委員会事務局
　（☎873-2111	内線3701）へ
　お申し込みください。
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編
集
後
記

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
か
ら
一
年

半
、
九
月
に
は
、
放
射
能
汚
染
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、牛
久
市
全
域
で
不
検
出（
セ
シ
ウ
ム
）

と
な
り
、
無
事
お
米
の
販
売
が
出
来
ま
し
た
。

ま
ず
は
一
段
落
で
す
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の

問
題
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
農
家
が
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る
農
政

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
お
互
い
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
、
編
集
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

	

編
集
委
員
　
中
山
み
つ
い

	

　	

〃
　
　		

木
村
　
幸
子

	

　	

〃
　
　		

塩
澤
　
和
子

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
、
牛
久
市
に
住
所
の
あ
る
資
格
要

件
を
備
え
て
い
る
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、

選
挙
資
格
を
調
査
し
た
う
え
で
作
ら
れ
ま
す
。

　
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
と
投
票
も
リ
コ
ー

ル
の
請
求
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

農
業
委
員
会
へ
届
け
出
が
必
要
で
す

　
手
続
き
は
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
！

賃借料情報

区分（10a当り） 賃借料標準額

田 10,000〜20,000円

畑 3,000〜8,000円

農作業標準賃金
請負作業標準賃金

項　目
作業名

単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 6,000円

育苗 １箱 700円 硬化苗

畦塗り 1m当たり 35円

田植え 10a 6,500円 条件により料
金割増

育苗〜田植え 10a
18,000〜　
20,000円

刈取り〜脱穀 10a
16,000〜　
20,000円

倒伏などの条件
により上限とす
る

刈取り〜調整 10a
30,000〜　
35,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

乾燥〜調整
玄米60Kg
当たり

1,800円 （袋詰めまで）

籾すり
玄米60Kg
当たり

1,000円 （　　〃　　）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まない
片方のみの場
合は1,500円
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お知らせ
農業者年金に加入しましょう

〜農業者の方なら広く加入できます〜
１．農業者年金は、長い老後を安心して暮らすための公
的年金制度です 

２．「積立方式」の長期的に安定した年金制度
３．農業に従事する人が広く加入できる
４．意欲ある担い手に保険料助成
５．80歳まで保証がついた終身年金
６．保険料が自由に選択できる（月額保険料２万円が基本）
加入の申し込み、お問合せは最寄のJAまたは農業委員会に！


